
●開設年月日：平成18年4月1日

●所在地：新潟市小須戸秋葉区689－1番地 他
ＪＲ信越本線矢代田駅から車で約5分、「花とみ

どりのシンボルゾーン」内にあります。

●開設の目的
市民が継続的な農業体験と交流活動を通じて、

農地の保全と農業に対する理解を深めること及
び都市近郊の立地条件を生かした都市農村交
流を推進することを目的として開設しました。

全体面積 7,169㎡

農地面積 2,000㎡

1区画面積 20㎡

区画数 100区画

利用料 年額3,000円

契約期間 5年間

募集方法 新潟市報

施設等 管理棟(農機具収納室・休憩室・トイレ）、 給
水施設、駐車場

その他 市外在住者利用可能
市民農園と隣接して体験農園（1,420㎡)あり

●イベント・交流活動等
講習会等を実施し、利用者の栽培技術の向上を図っています。
また、利用者は花とみどりのシンボルゾーン内の直売所において、

当番の農家から随時アドバイスを受けています。

●今後の展開方法
イベント等により今後も都市と農村の交流を推進していきたいと考えています。

小須戸地区市民農園（新潟県新潟市）
～日帰り型市民農園・地方公共団体開設～

●開設主体：新潟市
管理運営主体：花とみどりのシンボルゾーン管理組合

●農園の概要

●利用状況
利用率は100％です。

●連絡先： 花とみどりのシンボルゾーン管理組合 TEL：0250-38-5430
http://www.city.niigata.jp/info/akiha/facility/yoka_hanamidori.html

●利用者の反響
「野菜作りが初めてなので、直売所で農家から直接アドバイス

を受けられてうれしい」「施設や駐車場が整備されていて便利」と
好評です。
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